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学校教育目標：きらり輝く 鳥海の子ども https://edu2.city.yurihonjo.lg.jp/chokai-es/

鳥 海 の 子
～明るく・かしこく・たくましく～

令和５年度 学校報 №１３ 文責 校長

ｺﾐｭﾆﾃｨ・ｽｸｰﾙだより

由利本荘市立鳥海小学校 令和５年 ７月 ６日

プール開き！！
先週、６月 28 日（水）には体

育委員会によるプール開きに向

けた全校集会が行われました。

体育委員会メンバーは６年生今

野＊＊さん、真坂＊＊さん､５

年生土田＊＊さん、佐藤＊＊さ

んです。４人は水泳学習に向け

て７つの○×クイズを出して､

安全なプール利用を確かめてくれました。４人とも自分の担当するクイズの問題や解説を暗記し

て､全校の反応を見ながら立派に進行しました。「○×クイズのおかげでまだ分かっていない約

束があることが分かりました。これから約束を守っていきたいです。」「○×クイズでわかりや

すくルールを確かめられました。」「プールで間違ったことをすると命につながります。周りの

人を困らせないように安全に気を付けていきたいです」などの感想が発表されました。

そして、７月４日（火）の５・６年生の体育から、今年度の水泳学習が始動しました。水泳用

具の準備、子どもたちの健康管理等へのご協力、ありがとうございます。

社会を明るくする運動
７月４日（火）の登校時間に､鳥海小・中学校玄関付近にて

民生委員の方々と由利本荘市鳥海支所市民サービス課による

「社会を明るくする運動」が行われました。７月は法務省の

「社会を明るくする運動」強調月間です。“社会を明るくする

運動”とは？ ・・・内閣総理大臣からのメッセージ文には

「“社会を明るくする運動”～犯罪や非行を防止し、立ち直り

を支える地域のチカラ～は、すべての国民が、犯罪や非行の

防止と犯罪と立ち直りについて理解を深め、それぞれの立場

において力を合わせ、犯罪や非行のない安全で安心な明るい

地域社会を築くための全国的な運動です。令和５年で73回目を迎えます。」とありました。民生

委員の方々が配付したリーフレットなどを通して“社会を明るくする運動”が紹介されました。

子どもたちが犯罪や非行のない地域について考えるきっかけになったようです。

個人面談のおたより ご確認を！！
６月３０日（金）に各学級から７月２６日（水）２７日（木）に行う個人面談のお知らせと

実施日時についてお便りを配付しております。

別の面談日時を希望される場合は、７月７日（金）まで担任にご連絡くださいますようお願

いいたします。１２日（火）のＰＴＡ学級懇談資料にて決定版を連絡する予定です。
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わくわく集会～中学年の発表～
７月５日（水）に３年生、４年生が総合的な学習の

時間「きらりタイム」で調べたことをもとに「鳥海そ

ばクイズ」を全校のみんなに問い掛けてくれました。

第１問「一番まきやすい種のまき方はどれでしょう」「①

ばらまき②すじまき③どちらも」を皮切りに自分で考

えた問題と答えの解説を、グループごとに大きな声で

はっきりと発表してくれました。

19日に予定しているそばの種まきも楽しみです。

おめでとうございます！！

日本赤十字社義援金チャリティー２０２３年東北地区交流大会
組手 小学４年男子初級の部 優勝 佐藤＊＊ さん
6月11日（日）山形県南陽市で開催されました。青森、秋田、岩手、宮城、福島、山形の各

地より、組手・型、述べ210名の選手たちが参加した大会でした。優勝おめでとうございます。

２０２３年度第３２回ＮＰＯ法人東北青少年音楽コンクール秋田地区予選会
リトルピアノB 努力賞 小野 ＊＊ さん（５年）
５月７日（土）にあきた芸術劇場ミルハスで開催されました。リトルピアノＢは小学６年

生までのコースですが､その中で課題曲「ブルクミュラー乗馬」を選び、練習の成果を発揮し

て入賞しました。おめでとうございます。

令和５年度「鳥海ふるさとクラブ・チビッコ広場」開講式
ふるさと鳥海交流プロジェクト・鳥海公民館が主催、青少年育成由利本荘市民会議鳥海支部

が後援する「鳥海ふるさとクラブ・チビッコ広場」の開講式が７月１日（土）まいーれで行わ

れました。2017年にスタートしたこの取組に今年度は３年生以上１４名が参加しています。

開講式では村上光生会長のご挨拶のあと、委員の方々と顔合わせをし、みんなで七夕飾りづ

くりをしました。委員には佐藤＊＊鳥海小学校元校長先生もいらっしゃいました。鳥海の素晴

らしさを体感できるように､ふるさとへの思いを強くできるようにと企画・運営していただけ

ることがありがたいです。子どもたちも今年度の活動に期待を膨らませておりました。みなさ

んの鳥海愛がますます大きくなることを願います。


